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4} Steindl， Maturity aηd Stagnation in A畑町icanCatital日叫 1952，p. 111，宮崎議
一他訳「アメリカ資本主義の成熟と悼帯J138へジ。





スタインドノレは利潤串にはtを用いている (Steindl，ot. cif.， p. 67，邦訳.87ベージ〉。し
かし利潤率が規模別に比較されたりするととろから明らかなように，企業のエントリー〔または
流出〉の際に問題となるのは経営のパフォーマンスであり，そのかぎり利潤串もそのメルクマー
ルとしての利潤率である eがとられるべきである。 tをとればそれは資本構成(スタイ Yドノレが
し寸資本調達力比串gの選数〉や惜ス利干草の相違によっても左右される(小宮隆太郎，日本に
おける独占と企業利潤. r企業経済分析J135-6ベー ジ， 星川順一，現代独占と規模BU利益率，
「経世評論J1962年 6月号.51-52ベー ジ〕。
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7) Steindl， Maturity， p. 67.邦訳， 87ペー ジ。 Steindl，S:問 alland Bz"g Bus同町s，1947， 
Chap. 1， pp. 4-5，邦訳I 11-12ベー ν。
8) (4)式ではfは超過利潤売上高の比率を示すものではなく，限界(最小規模)企業が得る正常












de I dR J ~. df I I，~ ~~ /R+-'竺./fdZj'~dZ/"'+ a! 
eが規模に応じて増大する条件は







df 1，--F'(Z) _ -F'(Z) 








P=o J. S. Bain， .'Relation of Profit Rate to Industrial Concentration: 
American Manufacturing， 1936-19!lO" I The Quarterl;y Journal 01 Econo刑 ics，
Vo1. LXV， No. 3. Aug. 19日
9) 本稿 V(3)式参鳳 R~す
10) Steindl. Small and BiC Business， Chap. 3. A. pp. 25-34，邦訳， 54-74へージの
11) 註のからあきらかなように
R'(Z') dk 1. du f 









F'(Z) I R'(Z) 










12) ベインは.1935-40年にわたるアメリカの統計 (NationalResources Committee， Struc 
ture af the American Ec岡田ηiy，1939; Securities and Exchange Commissions， 
Survey 01 A隅e的 canListed Coゅorations，1936-40)から，企望書規模と利潤串〔自己資
本利潤率p)とのあいどに，銃計的に意味合もフ正り相関関慌がみられないという (Bain， 0ρー
日t.，pp.321-2)。
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小宮隆太郎j 日本における独占と企業利匹 「企業経済分析J641ベ ジ。




いう (Steindl.Small and Dig Business. pp. 30， 34.邦訳， 64. 73ペー ジ〉。
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Corporate Protits by Size of Firms "， Survey 01 
Current Business， Vol. 26， No.l， ]an. 1946;②(第
1表)W. L. Crum， Cortorate S，日eand E回初.. g 
Power， 1939;③〔第5図)U. S. Treasury Depart. 
ment， lnternal Revenue Servic鳥 Statistics01 
















A 11D 。 -17.2 11.1 33.5 
50 5.2 9.4 16.5 
100 2.4 9.4 -13.0 
250 0.3 9.4 9.7 
500 0.8 9.5 -9.3 
1. 000 1.6 8.8 7.3 
5，000 2.5 9.31 -6.0 
20，000 2.5 8.2 -5.4 





Steindl， Small and Big 
Business. p 岨，邦訳.8-89 
4 ージより














ランスプアー・メカユズムは潜在的に働く o しかしスタイy ドルによれば，イノグ広ー
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小宮陸太~~J 前掲論文， 139ベ【ジ。
13) Steindl， Maturity， p. 69.邦訳.R9-90ベ-90 
合上 野晶万円〉



















エントりー壱もつ。 Downie，The Compe. 





















S附 alland Big Business， pp. 63-65，邦訳， 132-137ペー ジ〉。
16) 前稿，前掲誌， 94-ベージ註6)参照。
17) J. Downie， The C酬明etitiveProcess， 1958， pp. 105-107， 121 






















高度 |ajγ1-o田| -0.38 bβ 1ー.7 -l.6 1.7 
la17| 一050| 0.43 中度 b)sI-l.8 -3.3 -2.1 
低度 |:j J 111| 
-0.49 
3.1 -2.9 






J. Downie， op. cit.， p. 189， Table 18より
電電まっているようにみえる。
だがさきに(前稿m(2))のベた寡占的イノヴェーシ g ンは，ダウニ一志向、う競争的イ










11J;円??????? ??? 0.53 -0.06 0.32 0.13 
0.16 
Downie， op. cit.， p.190， Table 19，叩山.lJ.:J向 >aυ1~ 0 ~..:..払
って変形
:20) T仇d.，pp. 132， 187， 190.吉田昇三 I競争独占と経開尭展J1959竿.209-219ベー ジ。
21) Downie， op. cit" p. 188 
:22) [ot"d.， pp. 187-8 
























23) Steindl， S制 alland Big Business， Chap. 2. B. p. 18，邦訳， 40-42ベー タ。
24) P. Sylos-Labini， OUgotoly and Technical Progress， 1962， pp. 88-105; J. S. Bain， 
“Conditions of Entry and the Emergence of Monopoly". Monopoly and Com;ρe. 
tition and their Regulatio惚， ed. by E. Chamberlin. 1954， pp. 215-:.l41; Bain. Bar. 
n酢 '5to New Co捌~petitio仇 1956; H. Speight. Economics and Indust円al旦fficiency，
1962. pp. 232-254;鎌倉昇「価格ー競争独占J1958年 101-3ベー ジ。
25) Bain，.Barrie悶 toM師。 Comtetition，Chap. 5; F. Modig1iani， "New Development 
on the Oligopoly Front". journal Of Potitical， Economy， LXVI， Ju立e，1958， P 
231 
26) J. M. Clark，“The Use of Diversity: Compet注目eBearings of Diversity in 
Cost and Demand Functions"， A刑e門canEcono隅 icReview， Vol. 48， p. 475; L. 
Abott， Quality and Competition・A'脅Essayin Econo剛 icTheoη， 1955， pp. 111-112 
27) Sylos，噌 cit.，p. 9; K. Marx， Das Kapital. Bd. 1， Kap. 23 
28) Steindl. Maturity， pp. 67-68，邦武 88-9ベー ジ。





















だけ Cなしアノレ コスト理論叫を古めた従来の寡出理論に共通する問題点 Cある〉。ス
29) 前稿，前掲誌， 56ページ。すでにくりかえし述べたように，本論ではあくまでも異質的寡占を
同質的寡占から区別する。
30) Steindl， o.ρ. at.， ];1. 55，邦訳， 71ペー ジ。
31) ょをディリアユ「よれば，グールノ戸のそデル~.":おける企業は「疑心暗鬼のなかで特動する」
(E. Modigliani， "Reply"， The lournal 01 Political E印 nomy.Vol. LXVII， p. 
419)。推測的即応曲腕はうたがわしさにたいする反応と沿寸極端に心理的な概志であるくSylos，
op.白 t.，pp. 19-20， 32. 34)。







まるのか不確実となる (Sylos，Op. cit.， p. 25)。
第2に，マーク アyプ率の qとくに q"の大きさが説明されない(以下を参照〉。








うに思われる叫。 H ・G・グアヲタ は，弱小企業の取巻きが指導的な大企業グループ
と継続的に共存している布場すなわち「指導的グループ産業J(dominant←group indu-
stries)叫壱典型的な産業パターンとみてsケース・スタディの中心仮説としている。以











Hal1 and Hitch，. . Price Theory and Economic Behavior "， Oxford Studies in 
the Price Mechanism， ed. by T. Wi1son arid P. W. S. Andrews， 1951.-pp. 113. 120; 
P. Andrews， Manujacfuring Business， 1949， p. 153f.; R. Harrod， Eco削 micEs-




崎義~，独占 寡占・独占的競争， r近代経済学講座3，価格の理論J1961年， f15-131ベー タ。
Sylos. 0ρ cit.， pp. 191-194 
34) H. G. Vatter， Small Entertrise and O!igotQ!Y， A Study' 01 the B'utteγ • ， Plour. 
Automobile and Glas8 Conta畑町 Indusfries，. 1955，大阪府立商工研究所訳r+:&業と寡
占J1963年， 3ベー ジ。
35) Ibid.，向上， 15ベー タ固
36) Modigliani， op. cit.， p. 418 




小企業 1C単位 1 基 1日o1 17.5 1 1.85c11 20 1C日単位 2.0uC単位
中企業 11口D口 1 基 2.000 1 16 1 18.00011 2 11.000" 1 2.000 " 


















備能力の62.5%で操業することとなって固定費が増大す 第 5表 同
るく第5表制。したがって費用は18.8に上る。この場合 S' I }ら I K，fSI K， 
価格が以前と同じとしても，総利潤額は1.2X lO.000~ ."， I ，，^" i .， i 




:39) lbid.， p. 48. 









19.5 x 12.300 I 
iE21211jz叫醐
13.3x 18.000 I 
12.0X20.000) 


























41) Sylos， ot. cit.， p. 49. 
42) Modig1iani，" New Developments "， .The Journal 01 Political Economy， Vol 
LXVI， 1958. p. 216 











第 6表制 第 6表
1 P，くPm 規模|
小企業卜九く19，4 小企業 123 12，300 
中企業トP く18.9 中企業 2 12，000 
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(Modigliani.ot. cit.， p.219. Fig. 1より〉
46) Sylos，母 cit.，1. 50; Modigliani. ot. cit" p. 220 






























48) Modigliani. ot. cit. p. 230 
-49) Ibid.， p. 224. 
sO) lbid目
〆
70 (208) 第95巻錆2号
から産業そのものの生成をもたらす技術進歩は直接扱われなし九時聞のファクターにつ
いてもよりE確を期するならば，長期とし、うよりもむしろ準長期と限定される。けだし
産業の生成消滅をひきおこし，長期のコンドラチ手 7 ・サイクノレの起動力となるイノヴ
ューションと区別される技術革新吾問題とする際の時聞はそう長くはなb、。本論での寡ー
占的価格原理壱構成する寡占的イノヴェ-1/，..:/やトラ yスファー・メカ=ズムおよび
エントリーの制約は，直接にはスタイY ドノレやダウニー，ベインが対象とした両大戦間
の比較的停滞した経済に確定づけられている。そのかぎり戦後の統計からの確定づけが
行われる必要がある。 S-B-Mモデムでも，需要の成長〔需要曲線の右方Yフト〕は無
視されているが，それも多少停滞的な経済を暗示するものといえよう。その点戦後の経
済(と〈に戦後の日本の高度成長)における有効需要の動向が把握されねば担らなし、。
(完〕
